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　薫
風
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　は
じ
め
に
過
日
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
連
日
大
き
な
地
震
が
続
き
、

多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
熊
本
地
震
で
は
、
最
初
の
震
度
７
の
揺
れ
の

翌
日
に
、
再
び
同
規
模
の
揺
れ
を
観
測
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
の
想

定
を
上
回
る
事
態
と
な
り
、
は
じ
め
は
持
ち
堪
え
て
い
た
建
物
も
日
増
し
に

倒
壊
す
る
惨
状
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
余
震
が
治
ま
ら
な
い
た
め
に
、
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館
の
吊
り
天
井
の
強
度
が
足
り
ず
、
外
に
テ

ン
ト
を
張
っ
た
り
、
車
中
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
、
ま
た

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
集
団
避
難
生
活
が
困
難
で
、
車
中
生
活
を
す
る
方
々
の

姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
時
に
も
、
災
害

へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
ま
た
し
て
も
多
く
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
富
山
県
内
で
も
更
な
る
計
画
の
充
実
に
努
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　さ
て
富
山
県
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業
か
ら
一
年
余
り
が
経
過
し
、
地
方
創

生
施
策
も
第
二
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
富
山
県
の
特
色
を
活
か
し
た
、

誰
も
が
住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
年
度
も
邁
進
す
る
所
存
で
す
。
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２
月
議
会
の
質
問
で
は
、
「
県
立
学
校
整
備
の
在
り
方

等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
の
答
申
が
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
県
が
設
置
し
て
い
る
審
議
会
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

県
立
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
地
域
か
ら

地
元
の
高
校
の
存
続
を
要
望
す
る
声
が
上
が
る
な
ど
、
市

町
村
や
地
域
を
巻
き
込
ん
で
の
大
激
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
検
討
会
の
議
論
の
経
緯
や
配
布
資
料
を
取
り
寄

せ
、
委
員
の
方
に
も
直
接
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

高
校
の
統
廃
合
の
方
針
と
い
う
大
変
大
き
な
課
題
を
取

り
扱
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
半
を
欠
席
し
て
い
る
委
員
や

三
分
の
一
以
上
の
委
員
が
欠
席
し
て
い
る
回
が
あ
り
、
そ

も
そ
も
検
討
会
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
当
局
が
用
意
し
た
検
討
会
資
料
に

は
、
少
人
数
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

議
事
録
に
お
い
て
も
委
員
の
厳
し
い
発
言
や
提
案
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
委
員
の
方
か
ら

は
、
こ
の
現
状
に
対
す
る
不
満
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

県
が
設
置
し
て
い
る
他
の
審
議
会
等
の
会
議
を
順
に
調

べ
る
と
、
県
立
高
校
の
在
り
方
検
討
会
だ
け
で
な
く
、
そ

も
そ
も
審
議
会
等
の
設
置
・
運
営
そ
の
も
の
が
形
骸
化
し

て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

審
議
会
等
で
ま
と
め
ら
れ
た
指
針
や
答
申
は
、
多
く
の

場
合
が
そ
の
ま
ま
当
局
の
方
針
と
な
り
、
議
会
は
専
門
家

や
関
係
者
に
よ
る
審
議
会
で
の
議
論
を
最
大
限
尊
重
し
ま

す
の
で
、
県
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま
す
。
審
議
会

の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

http://www.okunoeiko.jp/ ぜひご覧ください。

htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会の
ホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

6月議会では、6月10日（金）14：00～
一般質問予定です。

学
校
給
食
向
け
牛
乳
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
補
助
な

ど
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

（
学
校
給
食
用
牛
乳
に
限
ら
ず
）
良
質
で
安
全
な
県
産
牛

乳
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
県
独
自
に
、
「
県
産
生
乳
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
事
業
」
に
よ
る
、
搾
乳
器
機
等
の
整
備
へ
の
支
援

な
ど
に
加
え
、
平
成
28
年
度
、
新
た
に
「
乳
用
初
妊
牛
導
入

支
援
事
業
」
に
よ
る
畜
産
経
営
の
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、
優
良
な
乳
用
初
妊
牛
の
導
入
経
費
に
助
成
す
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
、
学
校
給
食
用
を
は
じ
め
、
良
質
で
新

鮮
な
県
産
牛
乳
が
県
民
に
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

富
山
県
の
学
校
給
食
用
牛
乳
は
、
県
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
や
夜
間
高
校
等
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
牛
乳
は
１
０

０
％
富
山
県
産
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
用
牛
乳
に
つ
い
て
は
、
県
予
算
と
し
て
特
別
な

措
置
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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高
等
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

高
等
特
別
支
援
学
校
と
は
、
軽
度
知
的
障
が
い
の
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
て
、

卒
業
後
の
一
般
就
労
を
目
指
す
学
校
で
、
富
山
県
で
は
平
成
25
年
４
月
に
北
陸
初

と
な
る
２
校
が
開
校
し
た
。
本
年
３
月
に
第
一
期
生
が
卒
業
を
迎
え
た
。
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高
等
特
別
支
援
学
校
の
第
一
期
卒
業
生
の
就
職
内
定
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

富
山
高
等
支
援
学
校
と
高
岡
高
等
支
援
学
校
で
、
こ
の
３
月
に
両
校
の
第
一
期

卒
業
生
と
な
っ
た
26
名
の
う
ち
、
就
職
希
望
者
25
名
全
員
の
一
般
企
業
へ
の
就
職

が
内
定
し
た
。

教
育
長

教
育
長

Ａ
．

平
成
28
年
度
は
、
全
て
の
中
学
校
に
出
向
き
、
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
全
員
が

一
般
企
業
へ
就
職
し
た
こ
と
や
来
年
度
か
ら
、
新
た
に
卒
業
後
の
職
場
定
着
に
も

手
厚
く
支
援
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。

教
育
長

教
育
長

富
山
県
の
審
議
会
と
各
種
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

富
山
県
で
は
、
審
議
会
等
の
設
置
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
要
綱
を
定
め
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
付
属
機
関
と
し
て
の
会
議
と
、
要
綱
等
に
よ
る
任
意
の
有
識
者

会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
平
成
27
年
度
時
点
で
、
付
属
機
関
と
任
意
の
会
議
合

わ
せ
て
１
３
３
の
審
議
会
等
が
あ
る
。
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県
の
審
議
会
等
の
目
的
と
県
政
に
お
け
る
役
割
、
県
議
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

審
議
会
等
は
、
県
政
の
特
定
の
重
要
事
項
に
関
し
、
有
識
者
等
か
ら
の
意
見
を

聴
取
し
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
附
属
機
関
は
合
議

制
機
関
と
し
て
機
関
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
任
意
の
委
員

会
等
は
出
席
者
の
意
見
の
表
明
、
又
は
意
見
交
換
の
場
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ

る
。審

議
会
等
の
答
申
や
意
見
は
、
大
方
は
法
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、

任
意
の
有
識
者
会
議
の
意
見
も
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
。
執
行
機
関
と
す
れ
ば
、

各
分
野
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
活
用
し
て
い
る
。

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
は
、
審
議
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
た
長
の
提
案
に
つ

い
て
、
議
論
い
た
だ
い
た
上
で
最
終
的
に
意
思
決
定
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

経
営
管
理
部
長

経
営
管
理
部
長

委
嘱
し
た
委
員
の
中
に
は
全
て
の
会
議
を
欠
席
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

委
員
か
ら
欠
席
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
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審
議
会
等
の
会
議
の
開
催
は
、
委
員
が
出
席
で
き
る

よ
う
日
程
調
整
す
る
と
と
も
に
、
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
る
よ
う
事
前
に
資
料
送
付
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

都
合
に
よ
り
欠
席
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
委
員
へ

は
、
書
面
に
よ
る
意
見
の
提
出
や
、
面
談
に
よ
る
意
見

の
聞
き
取
り
を
行
う
等
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。

経
営
管
理
部
長

経
営
管
理
部
長

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
問
題
意
識
を
持
っ
た
委
員
を
選
び
、
委
員
の
意
見

を
丁
寧
に
く
み
取
り
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

Ｑ
．

学
校
給
食
向
け
県
産
食
材
活
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

地
産
地
消
や
食
育
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
よ
り
手
厚

い
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
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審
議
会
等
の
委
員
の
選
任
は
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
持
つ
方
や
、
関
連
す

る
分
野
で
優
れ
た
識
見
を
持
つ
方
の
中
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
任
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
る
。
県
民
に
身
近
な
社
会
問
題
等
の
審
議
会
で
は
、
委
員
の
公
募
制
を

導
入
し
て
い
る
。

な
お
、
県
の
職
員
に
は
、
委
員
の
意
見
を
積
極
的
に
引
き
出
す
よ
う
努
力
す
る

こ
と
で
、
審
議
会
等
が
実
り
多
き
も
の
と
な
り
、
県
民
の
幸
せ
の
充
実
に
つ
な
が

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

知

　事

知

　事学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て

高
等
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
を
は
じ
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
離
職
防
止

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
場
訪
問
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
職
場
適
応
を
専
門
的

に
支
援
す
る
た
め
、
県
内
に
11
名
配
置
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
、
必
要
な

助
言
や
職
場
環
境
の
改
善
を
提
案
し
て
い
る
。

県
で
は
企
業
向
け
の
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
実
務
講
座
の
開
催
等
、
障
が
い

者
雇
用
に
係
る
知
識
や
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
短
期
の
職
場
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

Ａ
．

特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
平
成
24
年
３
月
卒
業
生
の
就

職
後
３
年
間
の
離
職
率
は
30
％
、
職
場
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
等
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
、
新
た
に
障
害
者
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
１

名
を
配
置
し
、
生
徒
の
就
職
先
を
巡
回
し
て
、
直
接
、
生

徒
や
企
業
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

教
育
長

教
育
長高

等
学
校
等
に
進
学
し
た
生
徒
が
、
高
等
特
別
支
援
学
校
に
進
路
変
更
を
希

望
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

こ
れ
ま
で
に
、
高
校
に
進
学
し
た
生
徒
７
人
か
ら
、
両
校
に
進
路
変
更
し
た
い

と
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
人
が
高
等
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
３
人
が
先
の
入
学
者
選
抜
に
合
格
し
、
春
か
ら
両
校
の
生
徒
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

進
路
変
更
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
生
徒
本
人
の
希
望
を
丁
寧
に
確
認
し
、
適
性

を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
方
々
の
考
え
を
十
分
聞
き
取
り
、
在
籍
し
て
い
る
高
校
と

も
連
携
し
て
、
丁
寧
で
親
身
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

Ａ
．

　
き
め
細
か
な
職
業
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
校
で
は
１
学
年
３
学

級
24
人
の
少
人
数
の
定
員
と
し
、
職
業
生
活
で
必
要
な
習
慣
や
態
度
、
基
礎
的
な

学
力
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
４
つ
の
実
習
分
野
を
設
け
、
職
場
見
学
や
就
業

体
験
を
１
年
生
の
時
か
ら
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
初
め
て
の
卒
業
生
の
進
路
か
ら
も
、
両
校
の
取
組
み
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と

し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
、
設
置
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

知

　事

知

　事

Ａ
．

県
産
食
材
の
活
用
は
、
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で
あ

る
。県

で
は
、
県
産
の
野
菜
・
果
実
等
の
食
材
を
使
用
す
る
特
別
給
食
や
、
米
粉
パ

ン
の
導
入
、
富
山
湾
で
獲
れ
た
魚
の
提
供
等
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
学

校
給
食
へ
の
県
産
野
菜
・
果
実
の
使
用
量
は
、
平
成
16
年
度
の
１
６
３
ト
ン
か
ら

平
成
26
年
度
に
は
５
８
５
ト
ン
と
、
10
年
間
で
、
３
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

県
で
は
、
平
成
28
年
度
に
「
県
産
食
材
活
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し

て
、
県
産
食
材
活
用
検
討
会
を
開
催
す
る
。
主
な
品
目
の
出
荷
時
期
・
出
荷
量
や

学
校
給
食
に
お
け
る
需
要
見
込
み
等
の
情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、

産
地
間
連
携
も
含
め
た
安
定
供
給
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
旬
の
県
産
食
材
の
使

用
に
伴
う
掛
り
増
し
経
費
へ
支
援
す
る
な
ど
、
学
校
給
食
に
よ
る
県
産
食
材
の
利

用
拡
大
を
目
指
し
た
い
。

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

Ｑ
．
高
等
特
別
支
援
学
校
の
設
置
と
こ
の
３
年
間
の
取
組
み
の
評
価
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
の
中
学
校
で
の
進
路
指
導
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
． 平

成
28
年
3
月
定
例
会

（
3
月
17
日
質
問

　抜
粋
）
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高
等
特
別
支
援
学
校
に
つ
い
て

高
等
特
別
支
援
学
校
と
は
、
軽
度
知
的
障
が
い
の
あ
る
生
徒
を
対
象
と
し
て
、

卒
業
後
の
一
般
就
労
を
目
指
す
学
校
で
、
富
山
県
で
は
平
成
25
年
４
月
に
北
陸
初

と
な
る
２
校
が
開
校
し
た
。
本
年
３
月
に
第
一
期
生
が
卒
業
を
迎
え
た
。

Ｐ
I
C
K 

U
P　

高
等
特
別
支
援
学
校
の
第
一
期
卒
業
生
の
就
職
内
定
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

富
山
高
等
支
援
学
校
と
高
岡
高
等
支
援
学
校
で
、
こ
の
３
月
に
両
校
の
第
一
期

卒
業
生
と
な
っ
た
26
名
の
う
ち
、
就
職
希
望
者
25
名
全
員
の
一
般
企
業
へ
の
就
職

が
内
定
し
た
。

教
育
長

教
育
長

Ａ
．

平
成
28
年
度
は
、
全
て
の
中
学
校
に
出
向
き
、
就
職
を
希
望
す
る
生
徒
全
員
が

一
般
企
業
へ
就
職
し
た
こ
と
や
来
年
度
か
ら
、
新
た
に
卒
業
後
の
職
場
定
着
に
も

手
厚
く
支
援
し
て
い
く
こ
と
な
ど
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。

教
育
長

教
育
長

富
山
県
の
審
議
会
と
各
種
会
議
の
あ
り
方
に
つ
い
て

富
山
県
で
は
、
審
議
会
等
の
設
置
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
要
綱
を
定
め
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
く
付
属
機
関
と
し
て
の
会
議
と
、
要
綱
等
に
よ
る
任
意
の
有
識
者

会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
平
成
27
年
度
時
点
で
、
付
属
機
関
と
任
意
の
会
議
合

わ
せ
て
１
３
３
の
審
議
会
等
が
あ
る
。

Ｐ
I
C
K 

U
P　

県
の
審
議
会
等
の
目
的
と
県
政
に
お
け
る
役
割
、
県
議
会
と
の
関
係
に
つ
い

て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

審
議
会
等
は
、
県
政
の
特
定
の
重
要
事
項
に
関
し
、
有
識
者
等
か
ら
の
意
見
を

聴
取
し
県
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
て
い
る
。
附
属
機
関
は
合
議

制
機
関
と
し
て
機
関
意
思
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
対
し
、
任
意
の
委
員

会
等
は
出
席
者
の
意
見
の
表
明
、
又
は
意
見
交
換
の
場
で
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ

る
。審

議
会
等
の
答
申
や
意
見
は
、
大
方
は
法
的
拘
束
力
を
持
つ
も
の
で
は
な
く
、

任
意
の
有
識
者
会
議
の
意
見
も
法
的
拘
束
力
を
持
た
な
い
。
執
行
機
関
と
す
れ
ば
、

各
分
野
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
尊
重
し
活
用
し
て
い
る
。

住
民
の
代
表
で
あ
る
議
会
は
、
審
議
会
等
の
意
見
を
踏
ま
え
た
長
の
提
案
に
つ

い
て
、
議
論
い
た
だ
い
た
上
で
最
終
的
に
意
思
決
定
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

経
営
管
理
部
長

経
営
管
理
部
長

委
嘱
し
た
委
員
の
中
に
は
全
て
の
会
議
を
欠
席
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、

委
員
か
ら
欠
席
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

審
議
会
等
の
会
議
の
開
催
は
、
委
員
が
出
席
で
き
る

よ
う
日
程
調
整
す
る
と
と
も
に
、
活
発
な
議
論
が
な
さ

れ
る
よ
う
事
前
に
資
料
送
付
す
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

都
合
に
よ
り
欠
席
す
る
旨
の
連
絡
が
あ
っ
た
委
員
へ

は
、
書
面
に
よ
る
意
見
の
提
出
や
、
面
談
に
よ
る
意
見

の
聞
き
取
り
を
行
う
等
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。

経
営
管
理
部
長

経
営
管
理
部
長

高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
問
題
意
識
を
持
っ
た
委
員
を
選
び
、
委
員
の
意
見

を
丁
寧
に
く
み
取
り
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
努
力
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

Ｑ
．

学
校
給
食
向
け
県
産
食
材
活
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
を
推
進
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

地
産
地
消
や
食
育
に
加
え
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
の
視
点
も
踏
ま
え
て
、
よ
り
手
厚

い
支
援
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

審
議
会
等
の
委
員
の
選
任
は
、
専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
持
つ
方
や
、
関
連
す

る
分
野
で
優
れ
た
識
見
を
持
つ
方
の
中
か
ら
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
選
任
す
る
こ
と
に

努
め
て
い
る
。
県
民
に
身
近
な
社
会
問
題
等
の
審
議
会
で
は
、
委
員
の
公
募
制
を

導
入
し
て
い
る
。

な
お
、
県
の
職
員
に
は
、
委
員
の
意
見
を
積
極
的
に
引
き
出
す
よ
う
努
力
す
る

こ
と
で
、
審
議
会
等
が
実
り
多
き
も
の
と
な
り
、
県
民
の
幸
せ
の
充
実
に
つ
な
が

る
こ
と
を
強
く
意
識
し
て
も
ら
い
た
い
。

知

　事

知

　事学
校
給
食
の
あ
り
方
に
つ
い
て

高
等
特
別
支
援
学
校
の
卒
業
生
を
は
じ
め
、
障
が
い
の
あ
る
人
の
離
職
防
止

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
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ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
職
場
訪
問
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
職
場
適
応
を
専
門
的

に
支
援
す
る
た
め
、
県
内
に
11
名
配
置
さ
れ
て
い
る
ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
が
、
必
要
な

助
言
や
職
場
環
境
の
改
善
を
提
案
し
て
い
る
。

県
で
は
企
業
向
け
の
障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
実
務
講
座
の
開
催
等
、
障
が
い

者
雇
用
に
係
る
知
識
や
理
解
の
促
進
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
短
期
の
職
場
実
習
を
行
っ
て
い
る
。

商
工
労
働
部
長

商
工
労
働
部
長

Ａ
．

特
別
支
援
学
校
高
等
部
の
平
成
24
年
３
月
卒
業
生
の
就

職
後
３
年
間
の
離
職
率
は
30
％
、
職
場
の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
等
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

平
成
28
年
度
は
、
新
た
に
障
害
者
就
労
サ
ポ
ー
タ
ー
１

名
を
配
置
し
、
生
徒
の
就
職
先
を
巡
回
し
て
、
直
接
、
生

徒
や
企
業
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
助
言
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
る
。

教
育
長

教
育
長高

等
学
校
等
に
進
学
し
た
生
徒
が
、
高
等
特
別
支
援
学
校
に
進
路
変
更
を
希

望
し
た
際
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
．

Ａ
．

こ
れ
ま
で
に
、
高
校
に
進
学
し
た
生
徒
７
人
か
ら
、
両
校
に
進
路
変
更
し
た
い

と
の
相
談
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
３
人
が
高
等
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
３
人
が
先
の
入
学
者
選
抜
に
合
格
し
、
春
か
ら
両
校
の
生
徒
に
な
る
見

込
み
で
あ
る
。

進
路
変
更
の
相
談
に
つ
い
て
は
、
生
徒
本
人
の
希
望
を
丁
寧
に
確
認
し
、
適
性

を
踏
ま
え
、
保
護
者
の
方
々
の
考
え
を
十
分
聞
き
取
り
、
在
籍
し
て
い
る
高
校
と

も
連
携
し
て
、
丁
寧
で
親
身
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

教
育
長

教
育
長

Ａ
．

　
き
め
細
か
な
職
業
教
育
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
校
で
は
１
学
年
３
学

級
24
人
の
少
人
数
の
定
員
と
し
、
職
業
生
活
で
必
要
な
習
慣
や
態
度
、
基
礎
的
な

学
力
を
習
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
４
つ
の
実
習
分
野
を
設
け
、
職
場
見
学
や
就
業

体
験
を
１
年
生
の
時
か
ら
計
画
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
初
め
て
の
卒
業
生
の
進
路
か
ら
も
、
両
校
の
取
組
み
が
実
を
結
ん
だ
も
の
と

し
て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
、
設
置
し
て
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。

知

　事

知

　事

Ａ
．

県
産
食
材
の
活
用
は
、
地
産
地
消
や
食
育
の
推
進
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
で
あ

る
。県

で
は
、
県
産
の
野
菜
・
果
実
等
の
食
材
を
使
用
す
る
特
別
給
食
や
、
米
粉
パ

ン
の
導
入
、
富
山
湾
で
獲
れ
た
魚
の
提
供
等
に
対
し
て
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
学

校
給
食
へ
の
県
産
野
菜
・
果
実
の
使
用
量
は
、
平
成
16
年
度
の
１
６
３
ト
ン
か
ら

平
成
26
年
度
に
は
５
８
５
ト
ン
と
、
10
年
間
で
、
３
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
る
。

県
で
は
、
平
成
28
年
度
に
「
県
産
食
材
活
用
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
と
し

て
、
県
産
食
材
活
用
検
討
会
を
開
催
す
る
。
主
な
品
目
の
出
荷
時
期
・
出
荷
量
や

学
校
給
食
に
お
け
る
需
要
見
込
み
等
の
情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、

産
地
間
連
携
も
含
め
た
安
定
供
給
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
旬
の
県
産
食
材
の
使

用
に
伴
う
掛
り
増
し
経
費
へ
支
援
す
る
な
ど
、
学
校
給
食
に
よ
る
県
産
食
材
の
利

用
拡
大
を
目
指
し
た
い
。

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

Ｑ
．
高
等
特
別
支
援
学
校
の
設
置
と
こ
の
３
年
間
の
取
組
み
の
評
価
に
つ
い
て
問
う
。

今
後
の
中
学
校
で
の
進
路
指
導
の
取
組
み
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
． 平

成
28
年
3
月
定
例
会

（
3
月
17
日
質
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　薫
風
の
候
、
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　は
じ
め
に
過
日
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
連
日
大
き
な
地
震
が
続
き
、

多
く
の
方
が
被
災
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
熊
本
地
震
で
は
、
最
初
の
震
度
７
の
揺
れ
の

翌
日
に
、
再
び
同
規
模
の
揺
れ
を
観
測
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
地
震
の
想

定
を
上
回
る
事
態
と
な
り
、
は
じ
め
は
持
ち
堪
え
て
い
た
建
物
も
日
増
し
に

倒
壊
す
る
惨
状
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
余
震
が
治
ま
ら
な
い
た
め
に
、
避

難
所
に
指
定
さ
れ
て
い
る
体
育
館
の
吊
り
天
井
の
強
度
が
足
り
ず
、
外
に
テ

ン
ト
を
張
っ
た
り
、
車
中
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々
、
ま
た

ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
集
団
避
難
生
活
が
困
難
で
、
車
中
生
活
を
す
る
方
々
の

姿
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
五
年
前
の
東
日
本
大
震
災
時
に
も
、
災
害

へ
の
備
え
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
ま
た
し
て
も
多
く
の

課
題
が
浮
き
彫
り
と
な
り
、
富
山
県
内
で
も
更
な
る
計
画
の
充
実
に
努
め
な

く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　さ
て
富
山
県
は
北
陸
新
幹
線
の
開
業
か
ら
一
年
余
り
が
経
過
し
、
地
方
創

生
施
策
も
第
二
ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
て
い
ま
す
。
富
山
県
の
特
色
を
活
か
し
た
、

誰
も
が
住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
今
年
度
も
邁
進
す
る
所
存
で
す
。

連 絡 先
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ホームページ

Twitter

２
月
議
会
の
質
問
で
は
、
「
県
立
学
校
整
備
の
在
り
方

等
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
の
答
申
が
出
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
県
が
設
置
し
て
い
る
審
議
会
等
の
在
り
方
に
つ
い
て

取
り
上
げ
ま
し
た
。

県
立
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
様
々
な
地
域
か
ら

地
元
の
高
校
の
存
続
を
要
望
す
る
声
が
上
が
る
な
ど
、
市

町
村
や
地
域
を
巻
き
込
ん
で
の
大
激
論
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
検
討
会
の
議
論
の
経
緯
や
配
布
資
料
を
取
り
寄

せ
、
委
員
の
方
に
も
直
接
、
お
話
し
を
伺
い
ま
し
た
。

高
校
の
統
廃
合
の
方
針
と
い
う
大
変
大
き
な
課
題
を
取

り
扱
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
半
を
欠
席
し
て
い
る
委
員
や

三
分
の
一
以
上
の
委
員
が
欠
席
し
て
い
る
回
が
あ
り
、
そ

も
そ
も
検
討
会
と
し
て
の
体
を
な
し
て
い
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
当
局
が
用
意
し
た
検
討
会
資
料
に

は
、
少
人
数
学
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
列
記
さ
れ
て
お
り
、

議
事
録
に
お
い
て
も
委
員
の
厳
し
い
発
言
や
提
案
は
記
載

さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
委
員
の
方
か
ら

は
、
こ
の
現
状
に
対
す
る
不
満
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

県
が
設
置
し
て
い
る
他
の
審
議
会
等
の
会
議
を
順
に
調

べ
る
と
、
県
立
高
校
の
在
り
方
検
討
会
だ
け
で
な
く
、
そ

も
そ
も
審
議
会
等
の
設
置
・
運
営
そ
の
も
の
が
形
骸
化
し

て
い
る
こ
と
が
問
題
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

審
議
会
等
で
ま
と
め
ら
れ
た
指
針
や
答
申
は
、
多
く
の

場
合
が
そ
の
ま
ま
当
局
の
方
針
と
な
り
、
議
会
は
専
門
家

や
関
係
者
に
よ
る
審
議
会
で
の
議
論
を
最
大
限
尊
重
し
ま

す
の
で
、
県
政
に
大
き
な
影
響
力
を
持
ち
ま
す
。
審
議
会

の
健
全
な
運
営
に
つ
い
て
今
後
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

http://www.okunoeiko.jp/ ぜひご覧ください。

htpp://www.pref.toyama.jp/sections/0100/

２月議会一般質問の詳しい様子は、富山県議会の
ホームページでご覧いただけます。

ケーブルテレビ、インターネットで視聴いただけます。

6月議会では、6月10日（金）14：00～
一般質問予定です。

学
校
給
食
向
け
牛
乳
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
補
助
な

ど
支
援
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

Ｑ
．

Ａ
．

（
学
校
給
食
用
牛
乳
に
限
ら
ず
）
良
質
で
安
全
な
県
産
牛

乳
を
供
給
で
き
る
よ
う
、
県
独
自
に
、
「
県
産
生
乳
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
事
業
」
に
よ
る
、
搾
乳
器
機
等
の
整
備
へ
の
支
援

な
ど
に
加
え
、
平
成
28
年
度
、
新
た
に
「
乳
用
初
妊
牛
導
入

支
援
事
業
」
に
よ
る
畜
産
経
営
の
生
産
基
盤
の
強
化
を
図
る

た
め
、
優
良
な
乳
用
初
妊
牛
の
導
入
経
費
に
助
成
す
る
。

将
来
に
わ
た
っ
て
、
学
校
給
食
用
を
は
じ
め
、
良
質
で
新

鮮
な
県
産
牛
乳
が
県
民
に
安
定
し
て
供
給
さ
れ
る
よ
う
、
し

っ
か
り
と
取
り
組
み
た
い
。

農
林
水
産
部
長

農
林
水
産
部
長

富
山
県
の
学
校
給
食
用
牛
乳
は
、
県
内
す
べ
て
の
小
中
学

校
や
夜
間
高
校
等
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
牛
乳
は
１
０

０
％
富
山
県
産
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
。

学
校
給
食
用
牛
乳
に
つ
い
て
は
、
県
予
算
と
し
て
特
別
な

措
置
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
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